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令和８年度グリーンエリアプロモーション事業における 

PR パンフレット制作業務委託仕様書 

 

 

１ 業務名 

 令和８年度グリーンエリアプロモーション事業における PR パンフレット制作業務 

 

２ 目的 

  本業務は、千葉市若葉区・緑区及びその周辺の自然豊かなエリア（以下、「グリーンエ

リア」という。）に点在する観光・グルメ・体験・買い物等の地域資源を紹介する PR パ

ンフレットを制作し、来訪者に魅力的な観光情報を発信することにより、グリーンエリア

への来訪及びエリア内の周遊を促進し、滞在時間及び観光消費額の増加を図ることを目

的とする。 

また、公益社団法人千葉市観光協会の会員施設をはじめとする地域事業者及び観光施

設の魅力を広く発信し、認知度向上及びリピーターの創出につながる内容とする。 

 

３ 期待する効果 

（１）グリーンエリアや周辺エリアへの来訪促進 

（２）グリーンエリア内の周遊性の向上 

（３）来訪者の滞在時間の延長 

（４）地域における観光消費額の増加 

（５）地域事業者及び観光施設の認知度向上 

（６）グリーンエリアへの再訪及びリピーターの創出 

 

４ 適用範囲 

 本仕様書は、公益社団法人千葉市観光協会（以下、「委託者」という。）が発注する「令和

8 年度グリーンエリアプロモーション事業における PR パンフレット制作業務」を受託し

たもの（以下、「受託者」という。）が順守すべき主要な事項を示したものであり、契約書

に定めるもののほか、本仕様書に基づき業務を行うものとする。 

 

５ 業務概要 

受託者は、グリーンエリアへのドライブ観光及びエリア内の周遊を促進するため、PR パ

ンフレットの制作をする。 

主なターゲットは、次のとおりとする。 

・子ども連れのファミリー層 
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・40～50 代を中心とした夫婦・友人同士などのドライブ利用者 

 ただし、上記のターゲットに限定するものではなく、幅広い年代の来訪者がグリーンエリ

アに「行ってみたい」「巡ってみたい」と感じられる誌面構成とすること。 

 

６ 期間 

 契約締結の日から令和９年 2 月２８日まで 

 

７ 委託業務 

 下記に記載の業務を委託する。また、下記に記載のない事項や、効率的な事務処理に資す

る提案事項があった場合は、委託者と受託者間で協議のうえ、変更できるものとする。 

 

(1) 全体管理業務 

 作業の進捗を管理し、必要に応じた措置を講じるため委託業務全般を管理すること。 

 ア 業務実施計画書の作成 

業務の円滑かつ効果的な実施のため、業務の全体管理、進め方を記載した業務実施計

画書を作成し、委託者の承認を得ること。作成にあたっては、本業務の実施内容、実

施時期を詳細に記載すること。 

 イ 計画書の変更 

実施計画承認後、同計画を変更する必要がある場合には、変更した実施計画書を提出

し、委託者の承認を得ること。 

 

(2) 実施体制 

 本業務を遂行するにあたっての体制および役割は、以下のとおりとする。なお、業務管理

者および業務従事者は以下の条件を全て満たすこととし、委託者に対し、技術支援を行う

スキルおよび経験を有すること。 

 ア 業務管理者（１名） 

   本業務の全体管理を行うこととする。また、業務の進め方に関する委託者との打合せ

や次の作業工程に移る前の報告は、業務管理者が直接委託者に対して行うこととする。 

 イ 業務従事者 

   作業項目について、業務管理者の指示を受けて実際の作業を行うこととする。また、

業務従事者数の規定は設けないものの、本業務を円滑に実施するうえで支障のないよ

う必要な人数を揃えること。なお、業務従事者のうち１名が業務管理者と兼務しても

差し支えないものとする。 
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(3) PR パンフレットの企画・制作 

 ア 誌面企画 

受託者は、本業務の目的、ターゲット及びグリーンエリアの特性を踏まえ、パンフレット

全体の企画、誌面構成及びデザインについて提案を行い、委託者と協議のうえ決定するこ

と。 

単なる施設一覧又は情報の羅列ではなく、読み物としても楽しむことができ、実際の来訪、

周遊及び消費行動につながる観光情報誌となるよう工夫すること。 

 

イ 基本事項 

パンフレットの制作に当たっては、次に掲げる事項に留意すること。 

・グリーンエリアの自然、食、体験、歴史及び地域性を分かりやすく伝えること。 

・初めてグリーンエリアを訪れる者にも理解しやすい構成とすること。 

・複数の施設を組み合わせた周遊行動につながる内容とすること。 

・子ども連れのファミリー層及びドライブ利用者が必要とする情報を掲載すること。 

・季節ごとの楽しみ方及び再訪の動機となる情報を盛り込むこと。 

・地域事業者及び観光施設の魅力が伝わるよう、利用者目線で編集すること。 

  

ウ 掲載内容 

以下の内容を基本とし、詳細は委託者と受託者が協議のうえ決定する。 

【必須掲載項目】 

・エリア全体マップ 

・おすすめドライブスポット 

・観光施設 

・体験施設 

・グルメ情報 

・竹炭を活用したグルメ等の地域特有の情報 

・農産物直売所及び買い物スポット 

・サイクリングコース情報 

・地域の歴史及び文化に関する情報 

・モデルドライブコース（2～3 コース程度） 

・各施設及びモデルコースの所要時間の目安 

・子ども向け設備及びサービス 

・営業時間、定休日、所在地、電話番号等の基本情報 

・その他委託者が必要と認める情報 
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【特集記事】 

受託者は、次に掲げる内容等を参考に、読み物として楽しむことができる特集ページ

を企画すること。 

・季節のおでかけ情報 

・地元で人気のお土産 

・寄り道スポット 

・地元ならではのプチ情報 

・親子で楽しめるスポット 

・写真映えスポット 

・編集部おすすめコース 

 

エ 掲載エリア 

掲載対象は以下を基本とする。 

・千葉市若葉区 

・千葉市緑区 

・グリーンエリアと一体的な周遊を促すうえで、立ち寄り先として効果的な周辺地域 

 

周辺地域の掲載候補は、次に掲げる施設及び地域等を想定するが、掲載の要否及び範囲は、

委託者と受託者が協議のうえ決定する。 

・青葉の森公園 

・千葉市都市緑化植物園 

・昭和の森周辺 

・市原市その他千葉市に隣接する地域 

・その他委託者が指定する施設又は地域 

 

オ デザイン 

・ドライブへ出かけたくなるような、親しみやすく温かみのあるデザインとすること。 

・写真を効果的に使用し、グリーンエリアの魅力が直感的に伝わること。 

・ラックに設置した際に表紙が目立ち、手に取りたくなるデザインであること。 

・地図、アイコン及び凡例が分かりやすいこと。 

・各ページに統一感を持たせながら、特集ごとの変化も感じられること。 

 

カ 取材・撮影 

掲載施設への取材・撮影を行うこと。 

撮影及び掲載許可については受託者が調整すること。 

また、利用者目線で 
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・駐車場 

・子ども向け設備 

・トイレ 

・バリアフリー 

・滞在時間の目安 

等の情報についても確認すること。 

 

キ 仕様 

・仕上がりサイズ：A5 判 

・ページ数：16 ページ程度（表紙含む） 

・フルカラー 

・中綴じ 

・発行部数：30,000 部 

※ページ数・仕様については委託者との協議により変更できるものとする。 

 

ク 納品 

完成したドライブマップを委託者が指定する約 50 か所へ納品すること。 

 

ケ 成果品 

以下のデータを電子媒体により提出すること。 

・印刷用 PDF データ 

・ウェブ掲載用 PDF データ 

・編集可能データ（Adobe Illustrator） 

・撮影写真（JPEG データ） 

・使用した地図データ 

・その他委託者が必要と認めるデータ 

  

 コ 広告の募集 

・広告の内容は受託者が「千葉市広告掲載基準」に準じて判断するものとし、適切な広告

を掲載できるようにすること。 

 ・広告料の収入は、委託者に属するものとする。 

 ・受託者は広告を募るにあたり、広告掲載者に対して十分な説明を行うこと。 
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8 経費 

 本業務の実施に係る一切の経費は委託料に含むものとする。 

 

9 権利関係  

（１）本業務における成果物の取扱い 

 ア 本業務の履行に係る成果物の所有権は全て委託者に帰属する。 

 イ 成果品が著作権法（昭和 45 年法律第 48 条）第 2 条第 1 項第 1 号に規定する著作物

（以下「著作物」という。）に該当する場合には、当該著作物にかかる受託者の著作

権（著作権法第 21 条から第 28 条までに規定する権利）を当該著作物の引き渡し時

に委託者に無償で譲渡するものとする。 

（２）著作権・知的財産権の使用 

 ア 本業務を履行するに際し、第三者の著作権、特許権、その他権利を使用する場合は、

受託者がその使用に関する一切の責任、費用負担を負うものとする。 

 イ アにかかわらず、委託者がその方法を指定した場合は、その限りでない。 

 

10 その他 

（１）業務の遂行に起因し、第三者に損害を与え、第三者から苦情があった場合には、受託

者において損害賠償、または苦情処理の措置を講じること。 

（２）本仕様書に定めのない事項又は仕様について生じた疑義については、協議する。 

（３）事業計画等に、重要な変更が生じる場合には、事前に委託者と協議を行うこと。 

（４）不測の事態が発生した場合、受託者は速やかに委託者に報告すること。 

（５）その他この仕様書に記載のない事項については、関係者において協議し決定する。 

 


